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北
海
道
地
方
炭
鉱

の
開
発
と
展
開
概
況

(要
覧
及
び
覚
書
)

一
、
開
坑
沿
革

・
鉱
業
権
者
篇

五

左

合

藤

三

郎

目

次

は
じ
め
に

e
利
用
文
献
に
つ
い
て

口
整
理
方
法

の
骨
子

(
以
上
、
四
号
)

一
、
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
開
発
沿
革
大
要

0
沿
革

の
大
要

0
出
炭
高
の
推
移

θ
鉱
区
件
数
及
び
平
均
面
積

四
稼
行
炭
砿
数

面
指
標
の
集
約

(以
上
、
五
号
)

二
、
開
坑
、
沿
革
概
況

e
開
坑
時
期
別
分
布

口
開
坑
の
炭
田
別
分
布

日
稼
行
炭
砿
数

四
開
坑
沿
革
の
タ
イ
プ

(以
上
、
六
号
)

三
、
鉱
業
権
者
の
資
本

・
業
種
別
概
況

]日
鉱
業
権
者
数

0
居
住
地
細
別

日
鉱
業
権
者
の
炭
田
別
進
出
状
況

四
鉱
業
権
者

の
資
本

・
業
種
別
構
成
の

一
斑

(
以
上
、
七
号
)

四
、
大
資
本
の
重
要
炭
砿
占
有
化
概
況

0
出
炭
高
別
構
成
に
占
め
る
財
閥
系
の
比
重

口
時
期
別
に
見
た
炭
砿
開
坑
経
営
者

の
種
別
構
成
概
況

(以
上
、
本
号
)

五
、
北
海
道
に
お
け
る
炭
田
開
発
進
展
と
そ
の
ベ
ク
ト
ル

0
炭
田
開
発
進
展
と
主
要
な
送
炭
手
段
と
の
関
連

口
河
川
舟
運
に
関
す
る
特
徴

θ
三
大
財
閥
系
炭
砿
分
布
概
況

附

一
、
地
元
炭
坑
大
資
本
の
不
成
立

附
二
、
送
炭
手
段
の
炭
田
別
概
況

四
、
大
資
本
の
重
要
炭
砿
占
有
化
概
況

北
海
道
石
炭
鉱
業
の
出
炭
高
推
移
に
お
け
る
中
央
大
資
本

ー

こ
と
に
三
大
財

閥
資
本
の
占
有
化
の
大
体
は
第

一
節
に
掲
示
し
た
表
六
に
如
実
に
見
ら
れ
る
や
う

に
、
鉄
道
国
有
化
の
直
前

に
八
三
%
を
独
占
し
て
ゐ
た
北
炭
の
独
占
態
勢

は
鉄
道

国
有
化
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
財
閥
の
本
格
的
進
出
、
企
業
家
の
開
発
具
体
化
な
ど

に
よ
り
そ
の
占
有
率

は
逓
減
し
、
昭
和
四
年

に
は
四
四
%
に
低
下
し
た
。

し
か
し

三
大
財
閥
の
占
有
率
は
大
正
三
年

の
六
三
%
か
ら
逐
増
し
て
九
年
に
は
七
八
%
、

昭
和
四
年
に
は
実

に
九

一
%

に
到

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
北
海
道
石

炭
鉱
業

に
お
い
て
は
財
閥
資
本
が
占
有
態
勢
を
形
成
・
確
立
す
る
過
程
で
あ

っ
た
こ

と
は
今
更
い
ふ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
過
程
に
つ
い
て
贅
言
を
加

へ
る
必

要
は
な
い
が
、
A
B
各
類

に
拠
る
素
表
に
基
き
次
の
二
点
か
ら
参
考
的

に
若
千
資

料
を
呈
し
て
お
か
う
。

そ

の

一
は
、
重
要
炭
砿
を
主
と
し
て
年
出
炭
高
別
構
成

の
概
括
か
ら
。

そ

の
二
は
、
時
期
別
に
開
坑
炭
砿
数
に
お
け
る
企
業

.
経
営
者

の
資
本

・
種
別
構
成
の
概
況
か
ら
。

い
つ
れ
も
財
閥
に
主
眼
を
お
い
て
み
る
こ
と

に
す
る
。日[

出
炭
高
別
構
成

に
占
め
る
財
閥
系
の
比
重

素
表

「北
海
道
地
方
炭
砿
開
坑
沿
革
要
覧
」

に
そ
の

一
部
と
し
て
明
治
四
四
年

か
ら
大
正
十

一
年
ま
で
に
つ
い
て
の
出
炭
高
程
度
を
掲
出
し
て
お
い
た
が
、

こ
れ

を
含
む
昭
和
三
年
ま
で
の
開
坑

・
試
掘
炭
砿
の
出
炭
高
を
段
階
別

に
集
計
し
た
の

が
表
21
で
あ
る
。
表

の
備
考
に
も
註
記
し
て
お
い
た
や
う
に
或
る
年
次
に
お
け
る
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正
確
な
横
断
面
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
昭
和
三
年
ま
で
の
間
の
主
と
し
て
大

正
期
に
お
け
る
各
砿
の
出
炭
高
を
総
括
的

に
捉

へ
た
も
の
で
あ
り
、
ω
増
勢

の
強

い
重
要
炭
砿
は
比
較
的
後
年

の
出
炭
高
を
採
り
、
②
開
坑
年
次
が
大
正
半
ば
以
後

に
属
し
或
は
大
資
本
に
買
収
せ
ら
れ
た
後

に
生
産
機
構
の
改
善
整
備
せ
ら
れ
た
で

あ
ら
う
炭
砿
は
と
き
に
昭
和
初
期
の
出
炭
高
趨
勢
に
お
け
る
高
位
を
採
り
、
⑤
炭

況
の
不
振
を

モ
ロ
に
受
け
て
減
産
し
た
と
認
め
ら
れ
中
小
炭
砿
な
ど
は
比
較
的
高

い
方
の
出
炭
高
を
採

つ
て
、
出
炭
高
別
区
分
の
標
準
高
に
仮
定
し
た
か
ら
、
各
砿

の
累
年
出
炭
高
の
平
均
値
よ
り
は
高
位
に
見
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
予
め
お
断

り
し
て
お
く
。
い
は
ば
そ
の
炭
砿
の
概
勢
高
と
い
ふ
つ
も
り
の
仮
定
で
あ
る
。
実

績
と
は
異
な
る
が
、
却

っ
て
概
勢
を
う
か
が
ふ
資
と
は
な
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

な
ほ
、
砿
業
権
者
別
は
財
閥
系
と
そ
の
他
と
に
二
大
別
す
る
に
止
め
、
ま
た
参
考

に
試
掘
を
除
い
た
開
坑
炭
砿
に
お
け
る
構
成
を
も
附
し
て
お
い
た
。

白
糠

・
茅
沼
両
炭
砿
開
坑
以
来
の
開
坑

・
試
掘
炭
砿
は
累
計

一
四
五
砿
の
う
ち

財
閥
系

(
三
大
財
閥
と
安

田
、
浅
野
、
大
倉
、
藤
田
)
炭
砿
は
三
八
砿

(
註

一
)

で
あ
り
、
譲
渡
砿
を
除

い
た
対
累
計
比
は
二
四
%
に
す
ぎ
な
い
が
、
重
要
炭
砿
お

よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
年
三
万
屯
以
上
出
炭
す
る
炭
砿
数
二
九
砿

(
註
二
)
の
八
六

%
を
占
め
、
こ
と

に
年

一
〇
万
屯
以
上
出
炭
す
る
炭
砿
二
〇
砿

(註
三
)
は
す
べ

て
財
閥
系
で
あ
る
。
試
掘
坑
を
除
い
た
正
式
開
坑
炭
砿
七
八
砿
に
対
し
て
財
閥
系

は
三
二
砿

(註
四
)
四

一
・
五
%
で
あ
る
が
、
年
三
万
屯
以
上
出
炭
す
る
炭
砿
は

前
記
と
同
じ
で
あ
る
。

財
閥
系
と
そ
の
他
と
各
別
の
出
炭
高
別
構
成
比

(表
22
)
を
見
れ
ば
、
財
閥
系

は
年

一
〇
万
屯
以
上
出
炭
炭
砿
が
約
六
〇
%
、
年
三
万
屯
以
上
出
炭
す
る
炭
砿
は

七
〇
%
台
を
占
め
る
の
に
対
し
、
そ
の
他

は
年
三
万
屯
以
上
出
炭
す
る
炭
砿
は
僅

か
四
%

(
開
坑
数
で
は
九
%
)
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ

っ
て
、
開
坑
炭
砿
数

の
構
成

比
に
お
い
て
財
閥
系

の
年

一
〇
万
屯
以
上
出
炭
炭
砿
と
、
そ
の
他

の
年

一
万
屯
未

満
出
炭
炭
砿
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
占
め
る
%
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
財
閥
系
と
そ
の

他
と
の
較
差
は
極
め
て
大
き
く
、
財
閥
系

の
炭
砿
独
占
の
ほ
ど
が

こ
こ
に
如
実

に

見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

三
大
財
閥
を
主
と
し
て
財
閥
系
の
内
訳
は
表

25
で
あ
る

(註
五
)
。
三
井
系
は

北
炭
を
掌
握
し
た
だ
け

に
ズ
バ
抜
け
て
ゐ
る
。
炭
砿
数

は

一
一
%
に
す
ぎ
な
い
が

一
〇
万
屯
以
上
出
炭
炭
砿
の
約
三
分
の
二

(北
炭

の
み
で
半
ば
に
迫
る
)
、
三
万

屯
以
上
出
炭
炭
砿
の
四
五
%

(同
三
〇
%
余
)
を
占

め
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
%
程
度

の
三
菱
系
、

一
〇
劣
台
の
住
友
系
に
比
し
て
大
炭
砿
ほ
ど
三
井
系
が
集
中
し
て
ゐ

る
こ
と
が
表
は
れ
て
ゐ
る
。
各
財
閥
系
の
出
炭
高
別
構
成
を
み
れ
ば
よ
り

一
層
は

つ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

年
三
万
屯
以
上
出
炭
す
る
重
要

・
準
重
要
炭
砿
を
三
大
財
閥
お
よ
び
そ
の
他

に

区
別
し
て
具
体
的
に
表
示
す
れ
ば
表

24
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
区
別
を
簡
単

化
す
る
た
め

一
部
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例

へ
ば
、
経
営
が
短
期
間
で
同
系

統
の
会
社
に
譲
渡
し
た
三
井
系
の
三
井
釧
路
、
新
夕
張
、
若
鍋
は
三
井
系
、
北
炭

に
、
経
営
者
が
転

々
と
し
た
奔
別
、
歌
志
内
、
新
歌
志
内
は
上
歌
志
内
と
と
も
に

住
友
系
の
み
に
掲
げ
、
雄
別
、
尺
別
は
開
坑
し
て
ほ
ど
な
い
の
で
三
菱
系

の
み
に

掲
げ
る
に
止
め
た
な
ど
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
お
よ
そ
次
の
諸
点
が
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
う
ち
の
若
干
は
北
海
道
石
炭
砿
業
沿
革
の
特
徴
の

一
斑
を
示
し
て
ゐ
る
。

ω

大
炭
砿
は
早
期
に
進
出
し
た
大
資
本
が
よ
り
多
く
確
保
し
て
ゐ
る
。
勿
論
そ

の
後
の
開
発
経
営
努
力
を
も
大

い
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
鉱
区
確
保

の
先
後
が
鉱
区
の
優
劣
並
び
に
開
坑
経
営
規
模
の
大
小

に
も
影
響
す
る
と
こ
ろ

が
大
き

い
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

②

経
営
炭
砿
に
お
け
る
自
力
開
坑
率

は
三
大
財
閥
以
外

の
そ
の
他
が
極
め
て
高

率
で
あ
り
、
次
い
で
北
炭
、
三
井
、
三
菱
と
進
出
が
早
い
ほ
ど
高

い
。
し
か
し
、

三
大
財
閥
以
外
は
、
後
期
開
坑

の
醐
部
を
除
い
て
は
そ
の
殆
ど
が
三
大
財
閥
に

譲
渡
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

⑤

右
と
は
逆
に
、
三
大
財
閥

に
お
い
て
は
進
出
が
遅

い
ほ
ど
既
成
炭
砿
の
買
収

率
が
高

い
。

(
但
し
、
北
炭
設
立
の
要
件
で
あ

っ
た
官
業
払
下
炭
砿
は
除
く
)



表21開 坑 ・試掘炭砿の出炭高別構成及び開坑炭砿数に占める財閥の比重

区 分

A

B

計

C

D

計

合 計

○

01

計

●

●1

計

小 計

×

計

累 計

出 炭 高 別

合 計

6

17(5)

25(5)

6<2>

〈1)4

〈〕〉

(1)10

(4)55

13EB
2

15(撃

17〈:1>

18ぐ>

55<》

5・$

41

21

62

5145

〈9J>

財閥系

6

17(5)

25(5)

4

1

5

28(5)

5(1)

5(1)

4

5

7

10(1)

58(4)

%

100

100

100

67

ろ5

55.5

86

17

0

14

25.5

17

20

18

0

0

0

24

その他

2<2j>

5$
5(1)

5(1)
10<4>

2

12<:4>

13ぐ>

15ぐ>

28〈乏〉

4〔Kる〉

41

21

62

1・7E;9

開 坑 炭 砿 数
合 計

6

17(5)

25(5)

6<2>

・名9

10(1)

55豊)

15$
2

15亀)

16曾

11審

27留

42石

5①

2

7①

82

財閥系

6

17(5)

25(3)

4

1

5

28(5)

ろ(1)

5(1)

4①

1

5①

(1)8

56(&)

%

100

100

100

67

55

555

86

17

0

14

25

9

1&5

17

0

0

0

41.5

その他

2<2>

3$
5(1)

(1)5

10<◇

2

12〈4>

12ぐ1>

1・雷

◇22

◇54

5①

2

7①

46

〈備 考>
1.出 炭高は 「北海道炭砿統計資料集成(1)」に主として拠 り、その他の資料を参照した。
時期は大正期を主とし、昭和5年 までに限りその間において平準的、 もしくは出炭高趨勢における高い
方の出炭高を以てその炭砿の出炭高とし、これにより段階区分集計した。
2.出 炭高別は段階区分記号により表はしたが、次の通 り
A… …年50万 屯以上B… …年10万 屯以上C… …年5万 屯以上
D… …年3万 屯以上O… …年1万 屯以上01… …同左(短 期稼行)
●……年1千 屯以上 ●1……同左(短 期稼行)× ……年1千 屯未満
一……出炭高の計上なし

5.開 坑炭砿数は「北海道地方炭砿開坑沿革要覧 」表に基 き、試掘炭砿を除き、開坑したもののみの集計
である。但し、試掘炭砿のうち、その後重要炭砿となる明治昭和、羽幌両炭砿及び住友坂上赤平砿を加
算した。
4.数 字に附した0そ の他は下記を表わす。いずれ も内数である。

()… …譲渡せられた炭砿 〈 〉……譲渡後他炭砿に併合せられた炭砿
○ ……前項の加算 した当時試掘炭砿
なお、()、 〈〉は財閥系を対象としたものを主とし、その他は特に区別しなか った。
5.財 閥を主とし、その他は一括して示 したが、三大財閥については、北炭はそのウエイ トからして別出
し、太平洋炭砿は三井に、雄別炭砿鉄道は三菱に計上した。
その他の財閥には安田、大倉、浅野(石 狩石炭を含む)、 藤田を計上した。
6.%は 、()内 数を除いて算出した。
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表22財 閥系とその他との各別出炭高別構成比較

開 抗 数出 炭 高 別

その他財閥系その他財閥系
区 分

1918A

4441B

62.559計

4125212C

4525D

916415計

978475.5合 計

276116O

56841579.5累 計

〈備考>1.表21よ り算出作成 し、各%(但 し、小

数点以下は4捨6入 した)を 示す。

④

表
24
に
掲
示
し
た
準
重
要
以
上
の
炭
砿
を
炭
田
別

・
資
本
別
に
見
る
と
、

ω
石
狩
炭
田
に
八
割
ま
で
が
集
中
し
、
そ
の
う
ち
夕

張
炭
田

一
二
砿
、
空
知
炭

田
九
砿
と

ほ
ぼ
六
対
四

の
割
で
夕
張
炭
田
が
や
や
多
い
が
、
夕
張
炭
田
内

は
そ
の
三
分
の
二
が
北
炭

に
集
中
し

て
ゐ
る
の
に

対
し
空
知
炭
田
で
は
拡
散
し
て
ゐ

る
。

回
釧
路
炭
田
の
四
砿

-

三
井
系
二
、

三
菱
系
二
は

 い
つ
れ
も
系
列
会
社

の
経
営
に
依

っ
て
ゐ
る
。

の
三
井
系
は
炭
田
別
経
営
分
担
方
針
が
明
確
に
認
め

ら
れ
る
。
夕
張
"
北
炭

(特
例
は
空
知
砿
)
、
空

表25北 海道地方炭砿の出炭高別、資本別構成

財閥系計小 計住 友三 菱
三 井 系

計三 井北 炭
合 計区 分

6615146A

17(5)14(1)259(1)4(1)517(5)B

25(5)20(1)2414(1)5(1)925(3)計

10095102065204510%

44226<》C

1、$D

542210計

28(3)24(1)4614(1)5(1)953紹合 計

86791421451451100%

5(1)21111,£B○

201

44221117〈1>●

52218〈 」〉●1

10(1)85251250計

181664624100%

41×

21

58(4)52(1)7817(1)6(1)11

62

145$
計

累 計

24225611558100%

〈備考〉 表25備 考と同様
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表24 年 出炭高別 ・資 本別経営炭砿表

A50万 屯

肚

B10万 屯

肚

C5万 屯

肚

D5万 屯

以上

計

北 炭
・夕張(M23)

・空 知(M25)

・萬 字(M38)

新 夕張

(M57～Tg)

幌 内

(Ml2・-M22)

幾 春 別

(M18一 肖M22)

・真 谷地(M38)

登 川

(M43～T8)

若 鍋

(M59～Tg)

9

三 井 系

・三井砂川

(T4)

∈非 登州)

(M45N44)

三 井美唄

(T12～S5)

春採

(M20～Tg)

別保

(M29へTg)

5(1)

三 菱 系

三菱美唄

(T2・ 」T4)

三 菱 大夕張

(M59・ ・」T5)

・三 菱芦別

(T5)

雄 別

(Tg-T15)

※三 菱美 流渡

(T6)

尺 別

(T7～T1ろ)

6

住 友 系

奔別

(M55～S5

上歌 志内

(T2～T15)

歌志 内

(M58～S5)

新歌 志内

(T6～S5)

4

そ の 他

(新 夕 張)

(M37)

・(若鍋)

(M59)

・(大倉茂尻)

(T7)

・〈文珠〉

(M56-)

・〈大阪〉

(M59)

(木 村 組)

(M20-」T6)

・(歌神)

(M40)

・東 邦弥生

(T5)

・浅 野羽竜

(T6)

9零

砿数

6

(5)

17

(2)

6

(1)4

〈1

5毬

〈備考〉 1.下 記以外は表21備 考 と同様。

2.炭 砿名の末に附 した()内 は開坑年一譲受渡年を示す。

5.炭 砿名の頭に附 した●は自開坑を示す。※の実質は斤先経営名奈良義路の開坑経営であ

る。

4.炭 砿名に附した()は 譲渡により他系に重出のもの、〈〉は他系に譲渡された後、他砿

に合併せられてその1坑 となつたものであることを表はす。
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知
11
三
井
鉱
山
、
釧
路
"
太
平
洋
炭

砿
が
そ
の
す
が
た
で
あ
る
。
こ
の
分
担

体
制

の
画
期
は
大
正
八
、
九
年
の
三
井
登
川
、
石
狩
石
炭
の
北
炭
譲
渡
お
よ

び
太
平
洋
炭
砿
の
設
立
で
あ
る
。

⑤

大
炭
砿
の
開
坑

・
譲
受
渡
年
次
を
通
じ
て
次
の
三
時
点
が
特
に
注
目
せ
ら
れ

る
。ま
つ
明
治
二
二
年
頃
:
:
北
炭
の
設
立
、
官
営
炭
砿

・
鉱
区
お
よ
び
基
幹
鉄

道

(計
画
と
も
)

の
譲
受

に
と
も
な
ひ
石
狩
炭
田
に
お
け
る
北
炭

の
独
占
基
盤

が
形
成
せ
ら
れ
る
出
発
時
点
で
あ
る
。

次
に
明
治
三
八
、
九
年
頃
:
:
す
で
に
ふ
れ
た
や
う
に
鉄
道
の
国
有
化
に
と

も
な
ひ
北
炭
の
石
狩
炭
田
独
占
態
勢
が
崩
壊
す
る
画
期
で
あ
る
。
こ
れ
を
機

に

企
業
開
坑
が
進
展
し
、
財
閥
が
本
格
的

に
進
出
す
る
。

次
い
で
は
大
正
八
、
九
年
頃
・・
:
前
記
の
や
う
に
三
井
の
北
海
道
地
方
炭
砿

経
営
戦
略
に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
三
井
鉱
山

・
北
炭
間
の
経
営
炭
砿
の
調
整
、

太
平
洋
炭
砿
の
設
立
が
あ
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
三
菱

の
北
海
道
地
方
炭
砿
布
陣

の
基
礎
形
成
、
浅
野
の
石
狩
炭
田
よ
り

の
敗
退
、
大
倉

の
開
発
着
手
、
住
友

の

触
手
等
が
見
ら
れ
る
。
い
は
ば
中
央
大
資
本
の
北
海
道
炭

へ
の
本
格
的
進
出
の

第

一
段
階
終
了
時
期
で
あ
る
。

最
後

に
昭
和
三
年
頃
・:
・住
友
の
本
格
的
進
出
、
三
井
の
美
唄
進
出
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
大
正
十
三
年

に
住
友

の
坂
炭
砿
参
加
に
よ
る
住
友
坂
炭

砿
の
設
立
、
三
菱
の
雄
別
炭
砿
鉄
道
の
設
立
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
併
せ
て
三

大
財
閥
の
北
海
道
地
方
炭
砿
経
営
戦
略
態
勢

の
基
礎
確
立
時
と
認
め
て
よ
い
で

あ
ら
う
。

⑤

な
ほ
い
ま

一
つ
注
意
せ
ら
れ
る
べ
き

こ
と
は
、
三
菱
美
流
渡
炭
砿
は
斤
先
経

営
に
よ
る
開
坑
で
あ
る
点
で
あ
る
。
-

表

24
に
は
掲
記
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が

斤
先
開
坑
例
は
、
石
狩
石
炭
に
よ
る
坂
上
歌
志
内
、
三
菱
平
岸
、
北
炭
二
股
の

再
開
、
寺
田
省
帰
に
よ
る
新
美
唄
、
昭
和
二
坑
な
ど
が
あ
り
、
借
区
経
営
に
は

天
塩
炭
砿
に
よ
る
隣
接
北
炭
鉱
区
採
炭
な
ど
が
あ
る
。
上
歌
志
内

は
開
坑
経
営

の
委
託
に
よ
る
も
の
、
三
菱
二
磧

は
す
べ
て
第

一
次
大
戦
中
に
お
け
る
出
炭
高

増
加
の
た
め
の
便
法
に
よ
る
。
北
炭
二
股
は

一
時
稼
行
後
休
山
し
て
ゐ
た
も
の

の
再
開
発
、
新
美
唄
は
開
坑
時
の
借
区
経
営
、
昭
和
二
坑
も
再
開
発

に
等
し
い
。

(註

一
)
累
計

一
四
五
砿
の
う
ち
に
は
譲
渡
炭
砿
五
、
譲
渡
後
他
炭
砿
に
合
併

せ

ら
れ
る
ま
で
独
立
炭
砿
で
あ
っ
た
砿
九
を
含
み
、
財
閥
系
炭
砿
三
八
磧

に

は
譲
渡
磧
四
を
含
む
。

(註
二
)
譲
渡
砿
四
を
除
い
た
数
で
あ
る
。

(註
三
)
譲
渡
砿
三
を
除
く
。

(註
四
)
累
計
七
八
砿
は
譲
渡
砿
五
を
、
財
閥
系
炭
砿
数

に
は
同
四
を
除
く
。

(註
五
)
本
表

に
は
三
大
財
閥
以
外
は

一
括
し
、
か
つ
譲
渡
炭
砿
を
除
か
ず
に
構

成
比
を
算
出
し
、
三
大
財
閥
に
お
け
る
譲
渡
砿

一
例
は
三
井
か
ら
北
炭

へ

の
同

一
資
本
系
間
の
み
な
の
で
譲
渡
砿
は
除
い
て
算
出
し
、
前
者
と
異

っ

て
ゐ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

O

時
期
別
に
見
た
炭
砿
開
坑

・
経
営
者
の
種
別
構
成
概
況

前
項
に
お
い
て
は
特
定
年
次
に
か
か
は
ら
ず
大
正
期
を
主
と
し
た
各
砿
出
炭
高

実
績
の
趨
勢
を
ふ
ま

へ
た
ラ
フ
な
概
勢

高
を
と

っ
た
出
炭
高
別
構
成
の
概
況
を
三

大
財
閥
に
主
眼
を
お
い
て
極
め
て
概
括
的

に
見
た
が
、
時
期
別
に
炭
砿
の
開
坑

・

経
営
者
の
資
本
別

・
業
種
別
は
ど
の
や
う
で
あ
っ
た
か
を
見
て
、
推
移
の

一
面
を

補
う
資
に
し
よ
う
。
前
節

に
見
た
鉱
業
権
者
の
居
住
別

・
種
別
概
況
が
保
有
鉱
区

の
炭
田
別
を
基
と
し
て
ゐ
た
の
に
対
し
こ
れ
は
開
坑

(試
掘
を
含
む
)
炭
砿
に
限

っ
た
整
理
集
約
で
あ
る
。
表

25
は
開
坑

・
試
掘
炭
砿
合
計
に
つ
い
て
、
表
26
は
正

式
開
抗
し
た
炭
砿
の
み
に
つ
い
て
の
結
果
で
あ
る

(
但
し
、
表
に
は
前
節

で
知
ら

れ
た
優
位
の
種
別
を
主
と
し
て
掲
げ
る
に
止
め
、
種
別
全
部
に
つ
い
て
は
表
示
し

な
か

っ
た
)
。

要
す
る
に
、
開
坑

・
試
掘
炭
砿
数
は
第
-
皿
期
が

一
〇
砿
台
で
あ
る
の
に
第
Ⅲ

Ⅳ
期
に
激
増
し
て

一
〇
〇
砿
を
超
え
、
鉄
道
国
有
化

に
と
も
な
ふ
北
炭
独
占
態
勢

一一



の
崩
壊

に
よ
る
企
業
熱

の
発
現
、
そ
れ
に

っ
つ
く
第

一
次
大
戦
景
気
に
よ
る
加
熱

を
よ
く
表
は
し
て
を
り
、
戦
後

の
慢
性
不
況
期
に
当
る
第
V
期
に
も
第
Ⅲ
期
よ
り

多
い
六
〇
砿
台
に
止
ま

っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
北
海
道
石
炭
砿
業
の
趨
勢
が
見
ら
れ

る
。表

25
、

26
の
道
内
外
別
比
を
見
ら
れ
れ
ば
分
か
る
や
う
に
、
道
内
居
住
者
と
道

外
居
住
者
の
そ
れ
は
対
照
的
で
あ
る
。
第

-
期
は
官
業
を
道
外
に
加
算
し
、
北
炭

も

一
応
道
外
に
含
め
て
ゐ
る
が
官
業
を
除

い
て
も
道
外
者
が
道
内
者
よ
り
多
い
。

第
皿
期
は
居
住
地
未
詳
者
が
三
分
の

一
も
あ
る
の
で
ど
う
か
う
と
断
ず
る
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
面
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
大
体

の
と
こ
ろ
、
第

一
に
第
皿

期
を
除
き
各
期
と
も
道
外
者
が
ほ
ぼ
過
半
を
占
め
て
を
り
第
Ⅳ
期
に
道
内

・
道
外

両
者
が
接
近
す
る
が
第
V
期
に
は
較
差
が
拡
大
す
る
。
対
合
計
比
で
六
対
二
、
開

坑
数
比
で
五
対
三
程
度

に
な
る
。
第
皿
期
以
降
を
通
約
す

る
と
道
内

・
道
外
の
バ

ラ
ン
ス
は
ほ
ぼ
五
対
三
程
度
の
と
こ
ろ
を
動

い
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
第
二
に
、

し
か
し
道
内
者
に
お
い
て
は
大
体
に
お
い
て
開
坑
数
比
が
対
合
計
数
比
よ
り
高
く
、

表25鉱 業権者道内外別,種 別経営炭砿数 ㈲ 合計

男腫鰻 矧
合 計

道 内 計

鉱 ・工

山県系

金 融

海 ・土

道 外 計

官 業

財閥系

準"

小 計

産 ・金

鉱 ・工

〈構成比〉

道 内 計

鉱 ・工

山県系

金 融

海 ・土

道 外 計

官 業

財閥系

準 〃

小 計

産 ・金

鉱 ・工

1期

18

5

1

1

15

6

6

1

7

16.7

53.5

55.5

72.2

46.2

46.2

7.7

55.8

巫 期

14

6

1

3

1

5

1

429

16.7

50.0

16.7

21.4

53.3

皿 期

50

19

5

6

2

1

29

5

5

8

6

4

58.0

15.8

51.6

10,5

5.5

58.0

17.2

10.5

27.6

20.7

15.8

Ⅳ 期

107

45

2

3

2

7

57

15

5

20

14

7

42.1

4。4

6.7

4.4

15.6

53.5

26.5

8.8

55.1

24.6

12.5

V期

66

13

1

1

40

21

2

25

5

4

19.7

Z7

Z7

60.6

52.5

5.0

5Z5

12.5

10.0

〈備考〉

1.種 別 は資本系列,業 種 ・職種 別であ り,主 要なもののみ を掲

載す るに止め,一 部は種別称を略記 した。

砿 ・工……鉱業 ・エ ネルギ ー産業関係

海 ・土・・…・海運 土建。

産 ・金・・…産 業,金 触

2.道 内者においてes,種 別 とは些か趣 きを異に した山県勇三郎

系統を山県系 として集約 した。道外者においては,産 業 ・金融

を集約 したほ力㍉

官 業……所在 の道内外を問わず,中 央政府 統轄 として道外に

計 出 した。

財閥…… これを三 大財閥に属す るものを財閥系 とし,そ の他

を準財閥系 と して区別 し,財 閥資本合計が分か るや

うに小計を挿入 した。

5.構 成比は,道 内計,道 外計は対合 計比 であ り,道 内外計 と合

計 との差は内外未詳であ る。種別は道 内計,道 外計を100と し

た%で ある。
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表26鉱 業権者道内外別、種別経営炭砿数 ⑬ 開坑数表27炭 砿譲受者の居住別地

V期Ⅳ 期皿1期旺 期1期

5466291115合 計

11

1

51

2

5

2

5

10

5

1

5

1

2

1

2

1

1

道 内 計

鉱 ・工

山県系

金 融

海 ・土

17

5

2

7

4

4

51

6

5

11

5

5

17

5

5

6

1

2

2

1

9

5

5

1

4

道 外 計

官 業

財閥系

準 〃

小 計

産 ・金

鉱 ・工

52.4

9.1

47.0

6.5

9.7

6.5

9.7

54.5

50.O

10.0

45.5

20.0

40.0

20.O

15.4

50.O

se.O

〈構成比〉

道 内 計

鉱 ・工

山県系

金 融

海 ・土

50.0

29.4

11.8

41.2

25.5

25.5

47.0

19.4

16.1

55.5

16.1

9.7

58.6

1Z6

1Z6

55.5

5.9

11.8

18.2

5〔).0

69.2

55.6

55.5

11.1

44.4

%80

35

57

65

72

〈備考>

1.第1期 には北炭は道外

に計上した。

2.道 内外両者合計が100

%に 満たない時期は、そ

の差は居住地未詳分であ

るo

道 外 計

官 業

財閥系

準 〃

小 計

産 ・金

鉱 ・工

〈備考〉 前表 ㈹ と同じ。

道外者道内者期 別
0
020

55

45

54

6

I

ll

皿

Ⅳ

V

す
な
わ

ち
自
己
開
坑
が
多
い
わ

け
で
あ
る
。

右
に
お
い
て
第
V
期
に
較
差
が

拡
大
す
る
の
は
第

一
次
大
戦
後

の

不
況
の
影
響
度
の
表
は
れ
と
見

て

差
支

へ
あ
る
ま
い
。
こ
れ
が
決
定

的
に
見
ら
れ
る
の
は
譲
受
で
あ
る
。

表
27
に
見
る
や
う
に
第
Ⅳ
期
以
降

に
両
者
の
差
は
拡
大
し
、
第
V
期

に
は
道
外
者
が
譲
受
炭
砿
数

の
七

割
余
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の

譲
受
に
お
け
る
較
差
が
開
坑

・
経

営
者
の
道
内
外
比
の
較
差
を
押
し

ひ
ろ
げ
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
開
坑

・
経
営
者
の
資
本

・
業
種
別
構
成
を
居
住
地
別

に
見

れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
点
が
注
意

せ

ら
れ
る
。

一
、
道
外
者
に
お
い
て
は
、

ω

第
-
期
は
官
業
と
財
閥
系

(北
炭
を

一
応
財
閥
系
に
含
め
た
)
と
で
九
割
余
を
占
め
て
ゐ
る
。

こ
の
な
か

で
当
時
半
官
半
民
的
な
性
格
の
北
炭
以
外
に
は
安
田
系
の
み
で
あ
る
。
産
業
資

本
と
し
て
は
成
長
し
な
か
っ
た
安
田
が
低
当
流
れ
と
は
い

へ
跡
佐
登
硫
黄
山
と

と
も
に
春
採
炭
砿
を
経
営
し
た
こ
と
は
注
目
せ
ら
れ
る
。

②

財
閥
系
は
第
皿
期
以
降
漸
増
し
て
第
V
期
に
は
過
半
を
占
め
る
が
、
こ
と

に

三
大
財
閥
の
第
V
期
に
お
け
る
増
加
が
著
し
い
。

紛

金
融

・
産
業
は
第
皿
期
に
高
率
で
登
易
す
る
が

へ第
H
期
は
前
記
の
や
う
.」



一
概
に
断
じ
得
な
い
)
そ
の
後
は
ほ
ぼ
低
減
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
皿

期
に
顔
を
出
す
鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
関
係
は
逓
減
傾
向
な
が
ら
も

一
〇

%
台
に
あ

っ
て
さ
し
た
る
落
差
は
見
ら
れ
な
い
。

二
、
道
内
者
に
お
い
て
は

ω

第
-
期
は
わ
つ
か
三
件
な
の
で
山
県
系
と
鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
関
係

が
開
発
の
先
陣
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
を
注
意
す
る
に
止
め
、

②

以
後
に
関
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
山
県
系
の
活
動
で
あ
る
。
こ
こ
に
山

県
系
と
い
ふ
の
は
山
県
勇
三
郎

(そ

の
拠
点
会
社
の
共
立
商
会
と
も
)
と
、

彼
が
失
敗
し
て
海
外
に
去

っ
た
後
の
事
業
を
継
承
し
た
会
社
並
び
に
彼
の
部

下
で
あ

っ
た
人

々
を
含
め
て
の
総
称

で
あ
る
。
道
内
者
の
半
ば
を
占
め
た
山

県
健
在
の
第
n
期
を
頂
点
と
し
、
以
後
急
減
し
て
第
V
期
に
は
見
ら
れ
な
く

な
る
が
、
第
Ⅲ
期
ま
で
の
比
重
は
他

を
圧
し
て
ゐ
る
。

⑤

金
融
関
係
は
第
n
期
よ
り
、
海
運

・
土
建
は
第
Ⅲ
期
よ
り
登
場
し
、
後
者

は
第
Ⅳ
期

に
顕
著

に
活
動
す
る
が
第
V
期
に
は
も
は
や
退
却
し
て
し
ま
ふ
の

に
対
し
、
前
者
は
減
少
傾
向
な
が
ら
も
多
少
活
動
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
多
く

は
抵
当
流
れ
に
と
も
な
ふ
活
動
で
あ

る
こ
と
が
推
測
せ
ら
れ
、
後
者
は
特
例

を
除
き
第

一
次
大
戦
景
気
に
乗
じ
た
進
出
で
あ
り
、
船
成
金
の
夢
が
消
え
る

と
と
も
に
撤
退
し
て
ゆ
く
す
が
た
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
試
掘
炭
砿
を
除
き
開
坑
炭
砿
の
み
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
次
の
点
が
注
意
せ

ら
れ
よ
う
。

一
、
道
外
者
に
お
い
て
は

第
-
期
は
官
業
と
財
閥
系

(北
炭
を
含
む
)

の
み
で
あ
り
、
前
者
が
過
半
を

占
め
、
北
炭
が
三
分

の

一
を
数

へ
る
。
第
H
期
は
二
件
を
数

へ
る
の
み
な
の
で

除
き
、
第
三
期
以
降
に
つ
い
て
は

①

財
閥
系
が

つ
ね
に
三
分
の

一
強
を
占
め
て
ゐ
る
が
、
三
大
財
閥
に
比
し
て

そ
の
他
の
財
閥
が
ほ
ぼ
同
程
度
の
開
坑
を
し
て
ゐ
る
。

②

第
V
期
に
は
財
閥
系
、
産
業

・
金
融
関
係
、
鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
関

係
と
も
増
加
し
、
前
者
は
約
四
〇
%
、
後
二
者
は
各
三
分
の

一
で
鼎
立
す
る

に
至
っ
て
ゐ
る
が
、
後
二
者
と
も
試
掘
炭
礦
を
含
め
た
合
計
比
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の

に
対
し
増
勢
に
あ
り
、
な
か
で
も
鉱
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
関
係
は
第
Ⅲ
期
に
登
場
し
、

第
V
期
に
は
倍
増
し
て
ゐ
る
。
こ
の
主
力
は
石
炭
鉱
業
資
本
お
よ
び
鉱
業
資

本
で
あ
り
、
北
海
道
炭

に
本
格
的

に
取
組
む
姿
勢
の
現
れ
と
認
め
ら
れ
る
。

二
、
道
内
者
に
お
い
て
は
、
第
-
皿
期
は
ほ
ぼ
試
掘
炭
砿
を
含
め
た
合
計
比
と
類

似
し
て
ゐ
る
が
、

ω

山
県
系
は
第

期
に
集
中
す
る
。

②

鉱
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
関
係
は
第
Ⅲ
期
ま
で
開
坑

の
一
方
の
旗
頭
と
し

て
活
動
し
て
ゐ
る
σ

⑤

金
融
関
係
は
第
皿
皿
期
と
も
新
夕
張
を
開
坑
し
た
谷
七
太
郎

一
人
に
よ
る

も
の
で
あ
る

(
実
際
的
に
は
浅
野

の
石
狩
石
炭
が
当

っ
て
ゐ
る
)
。

④

海
運

・
土
建
関
係
は
第

一
次
大
戦
中
の
第
Ⅳ
期
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、

そ
れ
も
試
掘
砿
と
も
の
合
計
比

に
較

べ
低
い
。
小
樽
の
海
運
業
者
、
札
幌

の

土
建
請
負
業
者

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
程
な
く
他
に
明
渡
し
て
ゐ
る
。
戦

時
中
の
巨
利
に
乗
じ
た
進
出
で
あ
り
、
不
況
に
と
も
な
ふ
退
却
と
見
て
よ
い

で
あ
ら
う
。

表
25
、
26
か
ら
自
己
開
坑
率
を
算
出
し
て
表
28
に
掲
げ
て
お
か
う
。
第
I
H
期

七
〇
%
台
、
第
皿
Ⅳ
期
六
〇
%
前
後
、
第
V
期
約
五
〇
%
と
段
階
的

に
逓
減
し
て

い
る
の
は
当
然
の
趨
勢
と
見
ら
れ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
鉱
業
権
者

の
居
住
道
内

外
別
に
見
る
と
多
分
に
対
照
的
な
推
移
を
示
し
て
ゐ
る
。

ω

道
外
者
は
期
を
逐
う
て
漸
減
し
第
V
期
に
は
五
〇
%
を
割

っ
て
い
る
の
に
、

道
内
者
は
第
Ⅲ
期
は
五
〇
%
台
で
あ
る
が
第
I
W
両
期
は
約
三
分

の
二
、
第
H

V
両
期
は
八
〇
%
台

の
高
率

に
あ
る
。
第
Ⅲ
期
以
降
の
累
増

の
基
盤
に
は
第

一

次
大
戦
景
気
に
よ
り
資
本
力
を
貯

へ
た
地
元
資
本
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
長

期
継
続
に
成
功
し
た
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
や
う
に
、
主
要



表28鉱 業権者別経営炭砿の開坑率

V期1V期Ⅲ 期ll期1期錨 塒期別

51.561.758.078.672.2計合

84.6

10〔).O

0

6&9

100.0

100.0

10〔).0

42.9

52.6

100.0

0

50.0

0

83.5

100.0

66.7

100.0

66.7

100.0

100.0

道 内 計

鉱 ・工

山県系

金 融

海 ・土

42.5

25.8

100.0

50.4

80.0

100.0

54.4

40.0

10〔).0

55.0

ろ5.7

42.9

58.6

60.0

100.0

75.0

16.7

50.O

66.7

100.0

0

69.2

83.5

50.0

100.0

57.1

道 外 計

官 業

財閥系

準 〃

小 計

産 ・金

鉱 ・工

〈備考>1。 開坑率は、開坑数÷経営炭礦数により算出した。 開

坑は自力開坑の炭砿を意味する。

2.そ の他は前表経営炭砿数表の備考に同じ◎

け
で
あ
る
。

②

前
記
の
炭
砿
数
に
占
め
る
ウ

エ
イ
ト
の
高

い
財
閥
系
が
総
じ
て
自
己
開
坑
率

が
最
も
低
い
こ
と
は
、畢
寛

前
号
の
裏
返
し
で
あ
り
、
譲
受
の
多

い
徴
表
で
も

あ
る
。

炭
砿
お
よ
び
大
規
模
炭
砿
に
発
展
せ
し

め
得
る
可
能
性
の
高

い
優
良
炭
砿
は
財

閥
系
資
本
を
主
と
し
た
道
外
大
資
本
に
買
収
せ
ら
れ
て
ゆ
く
の
が
そ
の
後
の
実

際
の
す
が
た
な
の
で
あ
る
。
道
内
資
本
が
成
長
し
た
と
は
い
え
、
石
炭
の
や
う

な
市
況
の
変
動
が
大
き
く
、

一
〇
年
に

一
度
の
好
況
を
見
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た

当
時
ま
で
の
炭
況

に
お
い
て
は
炭
価
の
急
落
と
そ
の
後
の
長
い
不
振
停
滞
期
を

耐
え
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
経
営
カ

ー

資
本
力
、
労
働
装
備
力
お
よ
び
労

働
統
轄
力
な
ど
を
主
と
す
る

ー

を
保
持
す

る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
か

っ
た
わ


